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皆様 
 
沢山の質問を本当にありがとうございました。 
真剣に聞いていただいていたのが、伝わってきました。また、鋭い質問も多く、なるほど、

考えようとおもうことが多々ありました。 
植物に興味をもってもらえて、また、自分も研究をしてみようかとおもってもらえたりした

なら嬉しい限りです。 
回答がうまくできていない個所もあるかもしれませんが、個別に回答をつくってみました。 
また、お時間のあるときにでもみていただけたらと思います。 
 
ありがとうございました。 
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確かにそうだと思います。ただ一般に作物を切ってしまうというのに抵抗があるかなと思

っています。雑草だと、除草はするのでそれを利用するというのは一石二鳥だと考えたので

す。ただ、もしかすると、イネ科作物ならイネ科雑草、ナス科作物ならナス科雑草というほ

うが誘導防衛がなされやすいのかもしれませんが、まだ、どの組み合わせが良いのかという

のはわかっていません。 
 

 

植物にもよりけりで、草本だと維管束系での情報伝達がなされています。ただ、樹木では枝

ごとに分断しているということが言われています。これは根からの水分保持のためじゃな

いかと言われています。 
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眼でみて数えています。また、葉が大きい場合は、食べられた割合を調べています。 
 

 
どれが情報になっているのかは、まだわかっていませんが、血縁認識するということから、

複数の揮発性成分を使っていると考えています。植物の誘導性の匂いには、緑の香り、モノ

テルペン、セスキテルペンなど匂い物質の分類はできますが、緑の香りの中でも、アルコー

ルもあればアルデヒド、アセテートなどもあります。なので、共通構造といわれると、どこ

までを共通構造というのかな？というので、今は答えられません。 
 

 
元もとは何か被害をうけると出てしまう匂いだったのだろうと考えています。なので、それ

ほどは生産コストがかからない。内部伝達するよりも効率が良いという理由からだったの

かなと考えています。また、セージ、セイタカは違いましたが植物によっては土壌をかいし

ても行われている場合もあります。 
 

 
セージは半乾燥地帯に生息しているブッシュです。なので、水分保持のためにもあまり維管

束系にたよらないのではないかと思っています。でも、これは仮説なのでわかりません。セ

イタカアワダチソウの場合は、個体内伝達を匂いでおこなっているのか維管束系でおこな

っているのかは調べていませんが、草本なので両方やっているのではないかと思っていま

す。というのも、セージブラシの近縁種で、生息域が湿地帯にいる種は、維管束系での個体

内伝達も行っているし、匂い伝達も行っているという結果があります。 
 



 3 

 

調べられていないのでわかりません。これを明らかにするには大掛かりな実験が必要かと

思います。A 種間ではコミュニケーションがおきるけど、A 種と B、C,D,E,….種でどうか
という組合せをしなくてはならないからです。なので、あるかもしれませんが、「ある」と

証明するのは非常に難しいです。 
 

 
実験処理をしたのが、シーズン初めで、まだ昆虫が多く発生していません。その時期に匂い

を受容するということが重要です。ワクチンみたいなものだと考えています。ハサミでカッ

トした枝よりも、他の枝の方が多いのは確かですが、他の枝もその匂いを受容しています。

その中のある部分の枝だけに注目し、被害量をカウントしています。 
 

 

これは、セイタカアワダチソウの研究のことですよね？ 
実験は同じ場所で行っています。なので、捕食圧は同程度になります。 
 

 
揮発性物質です。単独でも匂いになりますが、それが合わさっても別の匂いになります。 
 

 
どのレベルまで感じられるかは人によっても違いますが、感じられますよ。 
 

 
それはまだわかっていないのです。トップレスタンパク質が防衛遺伝子を制御していて、そ

のトップレスタンパクに特定の匂い物質がつくとそのタンパクが外れて遺伝子が活性化す

るということが最近わかりましたが、核内までどうやってその匂いがたどり着くのかなど、

全くわかっていません。 
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上述したような遺伝子を制御しているタンパク質の種類が沢山あるのじゃないかと考えら

れていますが、まだわかりません。 
 

 
その反応に可塑性があるのか遺伝的に決まっているのか、まだわかっていません。 
 

 
そう思っていて、今は個別の雑草をつかった実験を行っています。 
 

 

揮発性物質（空気を介した物質）のことを匂い物質と呼んでいます。分析装置ででてきた物

質の中にはヒトが感じない揮発性物質も含まれているかもしれません。 
 

 
今は、どの単独の匂いが誘導反応を引き起こすか、ちょっとづつ調べられている段階なので

まだ特徴をとらえるまでには至っていません。 
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上述しました。 
 

 
手に入りやすい植物を選んでいます。 
 

 
プライミング効果やエピジェネティクスがあることが知られています。 
 

 
私もそう考えています。 
 

 
まだ、わかりませんが、ただ、何かいも情報を与えると効果が出る場合もあることがわかっ

ています。なので、情報（匂い）を与える頻度にもよると思います。セージブラシの場合は、

たった一回なので。 
 

 
出す成分が似ています。 
 

 
植物がどう感じているのかはわかりませんが、揮発性物質なので匂いという言葉を使って
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います。 
 

 
匂い情報は拡散してしまうというデメリットがあります。なので、この場合においては受信

者が情報を利用していると考えています。 
 

 

共同研究でではあるのですが、水分ストレスに関しても研究をしています。 
 

 
遺伝子型によって匂いもことなるし、葉の形質も異なります。食べる前に判断するのか食べ

てから判断するのかは、虫によっても異なります。 
 

 
その時は、プライマーがなかったからです。また、安いというのもあります。ただ、セージ

ブラシのプライマーも開発されたので、それ以降は PCRで遺伝解析しています。 
 

 
今はもうマイナーだと思います。 
 

もっとも気を付けているのが反復数です。野外で行う場合は、最低でも２０反復はとるよう

にしています。ばらつきそうやなあっておもったときには、３０取ります。また、疑似反復

に気を付けています。 
 

 
雑食性の昆虫（植物も食べ他の虫も食べるもの）では、あるかもしれません。 



 7 

 

 

恒常防衛で守っています。でも、それでもすべての害虫から身を守れるわけではないのです。 
 

 
揮発性化学物質です。 
 

 

同じ成分をつかっていてもブレンドを変えるだけで匂いは変わるので無限です。新種の虫

の場合にどうなるのかは、とても興味がありますね。 
 

 

虫の成長を遅くするものは、いわゆる「あく」になるので、調理したときに出てきます。ま

た、逆にその方がヒトにとっては美味しいと思われるようなものもあったり、栄養成分とし

て人にとっては良いというものもあります。 
 

 
とても微量成分でも感知できることがわかったので、匂いセンサーとして使えるのじゃな

いかと考えています。 
 

 
植食者の食べ方、植食者の唾液成分、また、一部では植食者の中に存在する細菌も関与して

いる可能性があるという報告があります。 
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植物が侵入地で出くわす植食者や、侵入してきた植食者に対しての反応について調べてみ

るのはとても面白いと思います。 
 

 
匂いのブレンドが違うので、その害虫の天敵を誘引することができます。 
 

 

傷がついたときの匂いはそこから侵入するような病原菌に対しての防衛にもなっています。

そしてその匂いを害虫の天敵が利用して、特異的な匂いを出す植物が自然選択をうけてき

たんじゃないかと考えられています。 
 

 
害虫が逃げる（あるいは、そういう場所を避ける）ことで減ることと、天敵によって捕食（寄

生）されるので減ることの両方ありあす。 
 

 
まさか、名前にちなんだ研究をすることになるとは思っても見ませんでしたよ。 
でも、おかげで一般人に話すときなんかは、掴みでつかっています。 
  

 
それは知られていないので、海藻でやりたいと思っているところです。食害をうけた海藻は

硬くなることや、水溶性の物質の違いでサケは自分の帰る川を見分けているというのがあ

るので、海藻でもやってるとおもうのです。京大の舞鶴にある研究所の人にこの話をしたら、

興味をもってもらえたので、もし、やりたいようだったら、できそうですよ。 
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良い匂いです。ユーカリの匂いやミントの匂いは虫よけにもなりますよね。 
 

 
嗅げますよ。植物を切ったりちぎったりした時の匂いがそうです。害虫に食べられていると

きの匂いを嗅ぐときは、ある程度、密閉しておいて開けてみてください。切った時とは違っ

た匂いを感じると思います。 
 

 
傷のつき方が違うあるいは、唾液の量が違うからか、全く同じではありませんが、同じよう

な成分が放出されるという報告があります。また、切って唾液を塗り付けた植物に寄生蜂が

誘引されるという報告もあります。 
 

 
揮発性物質のことを匂いと表現しています。 
 

 
少なくとも、緑色植物は切ると緑の香りがします。なので、殆どの植物は匂いを発すると言

っても良いと思います。 
 

 
まだ、殆どされていません。今のところ私の紹介した研究（ダイズとセイタカ、ダイズとミ

ント）のみの報告です。ただ、コンパニオンプランツと呼ばれている植物の効用の一つとし

て植物間コミュニケーションもあるのじゃないかと思っています。でも、まだ調べられてい

ません。 
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植物は事前にも防衛しています。それを回避できた昆虫だけがその植物を食べています。 
情報を受け取った植物でも、やられるのですが全く０にならないのは、虫がまず食べてから

判断するためじゃないかと思っています。 
 

 

先述しました。 
 

 

植物の遺伝子発現までみると違っていると思います。その虫に対応した反応をしているの

じゃないかと思います。それは野外での実験よりも、室内での実験の方がより綺麗に出ると

思います。 
 

 

イラクサの研究では、シカに食べられる場所では、棘が多く、あまり食べられない場所では

棘が少なくなっているという報告があります。匂いでどうかという研究は、まだありません。

草食動物の天敵（肉食動物）が、植物の匂いを利用していたら面白いですね。 
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異なるだろうと思っています。 
 

 
はっきりとは分かっていません。ただ、根に匂いを嗅がせた場合でも、葉に匂いを嗅がせた

場合でもなんらかの反応がおきることはわかっています（どこに嗅がせたかで反応はこと

なりますが）。 
 

 
それぞれの揮発性物質に特異的な受容体（受容タンパク）があって、その中の一つは、一般

的な揮発性物質につく受容体なんだろうとおもっています。 
 

 
ダイズの実験では、セイタカアワダチソウを植えるのではなく、１５センチ程度の長さにき

って袋にいれてぶら下げています。切っている量が多いので結構な量の匂いが放出されて

います。また、セイタカアワダチソウは地下茎でも増えるし種子でも増えます。種子はアワ

ダチソウという名の通り、タンポポのような産毛がついていて風によってかなりの範囲と

まされます。また、セイタカアワダチソウが強い匂いをもっていてどの植物にたいしても誘

導反応を引き起こすというわけでなく、イネでは上手くいきませんでした。 
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コンパニオンプランツの話ですね。コンパニオンプランツとしていわれているのは、恒常的

にもっている匂いを害虫がきらっているということや、捕食性昆虫を誘引する代替植物で

ある、土壌線虫が嫌う、など様々な効用が報告されています。その効用の一つとして、プラ

ントコミュニケ―ションもあるだろうと考えています。 
また、同時にうえるのではなく、刈り取るということに意味があると思っています。植える

と手間がかかるけど、刈り取る（しかも雑草）ということが手間が省けると。 
 

 
揮発性物質を受容しただけで誘導防衛したので、匂い（揮発性物質）でできると判断してい

ます。誘導防衛は、実際にその植物が切られたり、食べられたり、病原菌が侵入したりした

ときにも引きおこるし、土壌での化学成分の変化を根が感知して、反応したりと、様々な刺

激にたいして引きおこります。 
 

 
大雨、暴風のときなどはあまりしないと思います。もともと虫も食べないのじゃないかと。 
 

 
病気によって出てくる匂いを受容した場合には、病気に対する抵抗性が増す可能性があり

ますが、まだわかりません。 
 

 

役立つとおもっていて、それを今、私は研究してます。 
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植物、すごいなあって思ったからです。（もうすぐしたら、本が出ます。広報しておきます

と、）文一総合出版から、「植物が感じる世界 —巧みな情報伝達システムが可能にする植物の
柔軟な応答—」っていうタイトルで、本がでるのですが、そのうちの一章を担当してまして、

そこに書いてます。 
 

 
自己の匂いを受容したときと血縁の匂いお受容したときを、比べたことはないのですが、こ

れまでの結果からいけば、自己の匂いを受容したときの方は強く誘導がかかるように予想

されます。 
 

 
証明はされてませんが、もっているものと思われます。防衛していないような植物はすぐに

やられて絶滅したと思われます。 

 

 
揮発性化学物質です。 
 

 

傷ついた時に瞬時にでてくるような匂いは緑の香りと呼ばれるもので、細胞内に前駆体が

あり植物膜が破れたときにでる物質と反応がおこり、その匂いがでてきます。その後、数分

から数時間後に出てくる匂いは、合成されてでてきます。これらの匂いはそれぞれの被害に

応じたブレンドででてきます。 
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遺伝子発現をしらべると異なるだろうと思いますが、野外の実験ではなんらかの被害をし

らべています。そのレベル（なんらかの被害量）では、虫による被害でだされる匂いを受容

したときと機械傷の匂いを受容したときとでは、同程度の被害量でしたので、作業効率を考

えて、ハサミで被害をつけています。 


